
コンポーネントの交換

•ファンモジュールの交換（1ページ）
•電源モジュールの交換（2ページ）

ファンモジュールの交換
交換作業を 1分以内に行う限りは、スイッチの稼働中にファンモジュールを 1つ交換できま
す。1分以内に交換できない場合は、交換用ファンモジュールを手元に用意して交換作業がで
きるまで、元のファンモジュールをシャーシに置いたままにして、設計どおりのエアーフロー

を確保してください。

動作中にモジュールを交換する場合は、交換用ファンモジュールのエアーフロー方向が正し

い、つまりシャーシ内の他のモジュールと同じエアーフロー方向であることを確認してくださ

い。また、エアーフロー方向がコールドアイルから吸気し、ホットアイルへ排気することを確

認します。そうでない場合、スイッチが過熱しシャットダウンする場合があります。

シャーシ内のすべてのモジュールのエアーフロー方向を変更する場合は、すべてのファンおよ

び電源モジュールを他のエアーフロー方向を使用するモジュールに交換する前に、スイッチを

シャットダウンする必要があります。動作中はすべてのモジュールでエアーフロー方向が同じ

である必要があります。

注意

ファンモジュールの取り外し

ファンアセンブリをシャーシから外すときにファンがまだ回転している場合があります。ファ

ンアセンブリの筐体の隙間に指やドライバなどを近づけないでください。

注意

ステップ 1 取り外すファンモジュールの両側を押して、モジュールがコネクタから外れるようにハンドルを引っ張り
ます。
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ステップ 2 ハンドルを持ち、シャーシからモジュールを引き出します。

モジュール背面の電気コネクタに触れないようにし、他の何かが接触してコネクタが損傷しな

いようにします。

注意

ファンモジュールの取り付け

始める前に

•ファンスロットの 1つは空いていて、新しいファンモジュールを取り付けられるように
しておく必要があります。

•スイッチが稼働中は、新しいファンモジュールを手元に用意して元のファンモジュール
を取り外してから 1分以内に取り付けるようにする必要があります。

•新しいファンモジュールは、スイッチに取り付けられている他のファンおよび電源モジュー
ルと同じエアーフロー方向になっている必要があります。

ステップ 1 ファンモジュールのハンドルを持ち、ファンモジュールの背面（電気コネクタがある側）をシャーシの空
いているファンスロットに合わせます。

ステップ 2 カチッと音がするまでスロットにファンモジュールを挿入します。

ステップ 3 ステータス（STS）LEDが点灯し、グリーンになることを確認します。

電源モジュールの交換
スイッチには、冗長性のために 2つの電源モジュールが必要です。1つの電源モジュールで動
作の必要電力を提供すると、新しい電源モジュールがシャーシ内の他のモジュールと同じエア

フロー方向である限り、動作中に他の電源モジュールを交換できます。

電源は、設置されている他の電源と同じ電源タイプの、サポートされた電源と置き換えること

ができます。さらに、電源へのエアフローの方向は、設置されたファンモジュールのエアフ

ローの方向に一致するか準拠するしなければなりません。スイッチで使用されているへのエ

アフローの方向に対して、ファンモジュールのカラーリングを参照してください。

AC電源モジュールの取り外し
AC電源を削除するには、まず電源ケーブルを切断し、シャーシから、モジュールを削除する
必要があります。
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始める前に

•動作中に電源モジュールを交換するには、他の電源モジュールを交換している間にスイッ
チに電力を供給する機能的な電源モジュールが必要です。スイッチに取り付けられている

電源モジュールが1個だけでそれを交換する必要がある場合は、元の電源モジュールを取
り外す前に新しい電源モジュールを空いているスロットに取り付けて電源投入します。

•シャーシが接地されていることを確認します。接地手順については、シャーシのアース接
続を参照してください。

ステップ 1 取り外す電源モジュールの電源コンセントから電源コードを引き抜き、LEDが消灯していることを確認し
ます。

LEDがオレンジ色に点灯することで、入力電源が切断されたことを示します。（注）

ステップ 2 サムラッチを左に押したままにして、電源モジュールをシャーシから途中まで引き出し、シャーシから電
源モジュールを取り外します。

ステップ 3 シャーシから引き出す際、もう一方の手で下から電源モジュールを支えます。

電源モジュールは、静電気防止用シート上に置くか、梱包材で包みます。

次のタスク

交換用電源モジュールを取り付ける準備ができました。

DC電源モジュールの取り外し
一方の電源モジュールがスイッチに電力を供給している間にもう一方の電源モジュールを取り

外すことができます。

電源モジュールから電源ケーブルを取り外すには、電源の電力を切り、電源ケーブルのコネク

タを外す必要があります。

ステップ 1 交換する電源モジュールへの給電用の回路ブレーカーをオフにします。

取り外している電源モジュールの LEDがオフになっていることを確認します。

ステップ 2 次の手順を実行して、電源モジュールから電源ケーブルを取り外します。

ステップ 3 電源モジュールのハンドルを掴んでリリースラッチを電源モジュールのハンドルの方向に押します。

ステップ 4 電源装置をベイから引き出します。
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次のタスク

これで、空きスロットに DC電源モジュールを取り付けることができます。

AC電源装置の取り付け
一方の電源モジュールがスイッチに電力を供給している間にもう一方の電源モジュールを交換

できます。

始める前に

•取り付ける電源モジュールは、同じスイッチに取り付けられているファントレイと同じエ
アフロー方向を使用できる必要があり、同じスイッチに取り付けられている他の電源モ

ジュールと同じタイプの電源を使用する必要があります（同じスイッチでAC電源モジュー
ルと DC電源モジュールを混在させないでください）。

交換のため取り外す電源モジュールと、取り付ける電源モジュー

ルのハンドルの色が異なる場合は、スイッチ内の他のモジュール

とエアーフローの向きが同じである（または同じになる）ことを

確認してください。

（注）

• AC電源は、交換用の電源モジュールで使用される電源ケーブルの届く範囲内にある必要
があります。n+n電源の冗長化を使用している場合は、シャーシに取り付けた電源モジュー
ルごとに個別の電源が必要です。そうでない場合は、電源が 1つだけ必要です。

•交換用モジュールを取り付けるシャーシへのアース接続が存在する必要があります。通
常、シャーシはアースされたラックとの金属間接続によってアースされます。シャーシを

アースする必要がある場合は、シャーシのアース接続を参照してください。

ステップ 1 一方の手でモジュールの下部を持ち、もう一方の手でハンドルを持つ形で交換用電源モジュールを持ち、
リリースラッチが側になるように電源モジュールを回転させ、電源モジュールの後端（電気接続の終端

部）を空いている電源モジュールスロットに合わせ、慎重に、電源モジュールがカチッと音がして所定の

位置にはまるまでスロットに完全に押し込みます。

電源モジュールが空きスロットに合わなかったら、モジュールを反転してから空きスロットに

慎重に挿入します。

（注）

ステップ 2 リリースラッチを使用せずに電源モジュールをスロットから引き出すようにして取り付け具合を確認しま
す。

電源モジュールが動かなければ、スロットに確実に固定されています。電源モジュールが動く場合は、慎

重に、カチッと音がするまでスロットに完全に押し込みます。

ステップ 3 電源モジュール前面の電源コンセントに電源ケーブルを接続します。

ステップ 4 電源コードのもう一方の端が電源モジュールに適した電源に接続されていることを確認します。
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配電ユニットのコンセントの種類によっては、スイッチをコンセントに接続するために、オプ

ションのジャンパケーブルが必要となる場合があります。

（注）

ステップ 5 電源モジュールのLEDがグリーンになっていることを確認して、電源モジュールが動作可能であることを
確認します。

DC電源装置の取り付け
一方の電源モジュールがスイッチに電力を供給している間にもう一方の電源モジュールを交換

できます。

始める前に

•電源モジュール用の DC電源の回路ブレーカーをオフにする必要があります。

•取り付ける電源モジュールは、同じスイッチに取り付けられているファントレイと同じエ
アーフローの方向を使用できる必要があります。

• DC電源は、交換用の電源モジュールで使用される電源ケーブルの届く範囲内にある必要
があります。n+nの電源の冗長化を使用している場合、シャーシに取り付けられている電
源モジュールそれぞれに別個の電源がある必要があります（同じスイッチに AC電源と
DC電源を混在させないでください）。そうでない場合は、電源が 1つだけ必要です。

•交換用モジュールを取り付けるシャーシへのアース接続が存在する必要があります。通
常、シャーシはアースされたラックへの金属間接続によってアースされます。別の方法で

このシャーシをアースする必要がある場合は、シャーシのアース接続を参照してくださ

い。

•米国で DC設置を行う場合は、8-AWG線をお勧めします。

•すべての DC電源装置には逆極性保護があります。誤って入力電源 (+)を DC PSUの端子
および入力電源に接続して DC PSUの (+)端子に接続しても、PSUは破損せず、入力電源
フィードが正しく配線された後で正常に動作します。

ステップ 1 一方の手でモジュールの下部を持ち、もう一方の手でハンドルを持つ形で交換用電源モジュールを持ち、
リリースラッチが側になるように電源モジュールを回転させ、電源モジュールの後端（電気接続の終端

部）を空いている電源モジュールスロットに合わせ、慎重に、電源モジュールがカチッと音がして所定の

位置にはまるまでスロットに完全に押し込みます。

電源モジュールを空きスロットに挿入できない場合は、モジュールの上下を逆にしてから空き

スロットに慎重に挿入し直します。

（注）

ステップ 2 DC電源ケーブルとアースケーブルが電気コネクタブロックにすでに接続されている場合は、ブロックを
電源モジュールの電源コンセントに挿入します。

ステップ 3 電源に接続された DC電源モジュールの回路ブレーカーをオンにします。
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ステップ 4 電源モジュールのLEDがグリーンになっていることを確認して、電源モジュールが動作可能であることを
確認します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


